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１ はじめに 

富士吉田市教育委員会においては、教育長の判断による教育委員への迅速な情報提

供や会議の招集・審議を行っているところであり、本市教育委員会のさらなる効率的

な運営を図り、開かれた教育行政の推進と教育関係者の資質向上に努めています。 

また、本市教育委員会においては、教育委員会定例会議をはじめ、学校訪問の実施、

教育施設の視察等、活発な意見交換を通じて、きめ細かな地方教育行政を推進してお

ります。 

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条の規定に基づ

き、教育委員会が実施している事務事業に関する点検・評価を行ったことにより、そ

の評価結果及び教育委員会の活動等を取りまとめたものであります。 

 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定

により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議

会に提出するとともに公表しなければならない。 
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２ 点検・評価の実施について 

（１）点検・評価の対象 

   点検・評価の対象は、本市教育の総合的な指針である「第６次富士吉田市総合

計画」に基づく具体的な推進施策として実施している教育委員会の全事務事業を

対象としました。 

○対象事業一覧 

No 事業名 担当課 

１ 富士吉田市外１市２町４村１組合充て指導主事共同設置事業 

学校教育課 

２ 小中学校教育振興事業 
３ 小中学校特色ある学校づくり事業 
４ 小中学校校外活動等支援事業 
５ 富士吉田市外２町４村１組合ことばの教室共同設置事業 
６ 小中学校情報教育推進事業 
７ 総合教育支援事業 
８ 小中学校校舎等維持管理事業 
９ 小中学校管理事業 
10 明見中学校長寿命化事業（継続事業） 
11 吉田中学校屋内運動場長寿命化事業（R5・6 継続事業） 
12 就学時健康診断事業 
13 児童生徒健康管理事業 
14 児童生徒就学援助・奨励事業 
15 教育委員会管理事業 
16 学校給食センター運営事業 学校給食センター 

17 青少年センター管理運営事業 

生涯学習課 

18 青少年教育事業 
19 放課後子ども教室推進事業 
20 市民会館管理運営事業 
21 社会教育推進事業 
22 生涯学習講座事業 
23 芸術文化振興事業 
24 スポーツ振興事業 
25 市民体育施設管理事業 
26 公立学校体育施設一般開放事業 
27 スポーツ推進委員事業 
28 図書館管理運営事業 

図書館 
29 子供読書推進事業 
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No 事業名 担当課 

30 文化財保護対策事業 

歴史文化課 
31 博物館管理運営事業 

32 御師外川家住宅等整備活用事業 

33 博物館学芸事業 

34 富士山教育研究実践事業 

教育研修所 35 外国語指導委託事業 

36 教育研修所事業 

 

 

（２）点検・評価の方法 

各担当課で所管する事業について、令和５年度の実績・成果・課題及び令和６年

度における実施内容と今後の展望等により、今後の事業の進め方における内部評価

を行い、管理本部とのヒアリングの後、担当評価を決定しました。 

最終評価の実施にあたって、担当課は最終評価者である教育長及び教育委員に対

し、令和５年度の実績・成果・課題、令和６年度事業実施内容、今後の展望、並び

に担当評価に至るまでの意見を具体的に説明し、教育長及び教育委員による審議の

後、最終評価の判定を行っていただきました。 

評価については、事業ごとに、次の７段階（ＡＡ・Ａ・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ・Ｄ・Ｅ）

での評価を行いました。 

 

【事務事業評価における「コスト投入」の方向性、「成果」の方向性の基本的組み合わせ表】 

成 果 の

方向性 

拡大・拡充 － － Ｂ1 ＡＡ 

継続・維持 － Ｂ２ Ａ － 

縮小・統廃合 － Ｃ － － 

休止・廃止 Ｄ － － － 

経常事業 Ｅ 

 

皆減 縮小 維持 拡大 

コスト投入（一般財源）の方向性 
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（３）評価結果 

  全 36 事業における最終評価は、コスト・事業成果ともに拡大していくＡＡ評価

が４事業、コスト・事業成果ともに現状を維持・継続していくＡ評価が 23 事業、

コストは現状を維持しつつ事業成果を拡大とするＢ１評価が４事業、経常・義務的

な事業であるＥ評価が３事業、休止・廃止であるＤが１事業という評価結果となり

ました。 

コスト面、事業成果とも拡大評価（ＡＡ）を受けた事業については、将来に有効

な事業として、今後、コスト・成果ともに拡大し、事業の効果的・有効的な展開を

図る必要があると判断されたものであります。その他の事業については、現在のコ

ストを維持しながらも、事業に一定の成果が見られ、良好に推移していることが見

受けられるとの判断を受けました。 

また、点検評価審議の際には、ＧＩＧＡスクール構想等に伴う教育環境の変化へ

の対応、児童生徒家庭への適切な対応、教育施設の管理運営の在り方、物価上昇に

伴う対応、文化の伝承や長期的な視点での事業継続についてなど、様々な意見や提

案がありました。教育をめぐる課題は、年々複雑かつ多様化しており、市民のニー

ズや信頼に応える教育行政を実現するためには、安全性、コスト面を考慮し、様々

な取り組みを積極的に展開していく必要があります。 

富士吉田市教育委員会といたしましては、点検・評価の際にいただいた、ご意見

やご提言を今後の事務事業に反映させ、子どもたちの生きる力を育む教育の推進と、

市民の皆様が生涯にわたり心豊かに学び続けることができる環境づくりができる

よう責任ある教育行政の推進に努めて参ります。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

（４）各事業の評価 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育 （１）教育内容の充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

富士吉田市外１市２町４村

１組合充て指導主事共同設

置事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

南都留地区の本市外１市

２町４村１組合の教育委員

会による共同設置事業とし

て、富士･東部教育事務所内

に充て指導主事２名を配置

し、学校における学習指導、

その他学校教育に関する専

門的事項の指導を行う事業

である。 

 

＊根拠法令 

地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 18 条 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

富士・東部教育事務所内

に配置している２名の充て

指導主事が、先進地や県内

外の研修に参加し、知識習

得、スキルアップを図った。 

その成果を共同実施構成

市町村の小中学校の教諭へ

の指導に還元することによ

り、県教育委員会、教育事

務所、構成市町村教育委員

会及び小中学校との橋渡し

役として、情報共有や専門

的指導をスムーズに行うた

め、適正に事務を進めた。 

 小中学校での校内研究で

は、積極的に意見を交換し、

充て指導主事がアドバイス

を行う等より良い教育につ

いて研究を行った。 

 

 

 

 

●実施内容 

引き続き、富士・東部教

育事務所内に２名の充て指

導主事を配置。県内外で開

催される研修会等に参加

し、構成市町村の各小中学

校校内研究等でノウハウや

情報を還元する。 

 

⬤今後の展望等 

 小学校高学年における教

科担任制やＩＣＴ関係の知

識向上等、より専門的で質

の高い教育を求められるよ

うになってきている。 

 そのため、教員は新たな

分野の指導力を身に付けて

いく必要があり、各校に在

籍する教員が個々に研究や

研修を行うことは難しいた

め、充て指導主事が先進地

視察研修等でノウハウを習

得し、管内小中学校に還元

できるよう適正に事務を執

行していく。 

 

Ｅ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校教育振興事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 学習指導要領に沿った教

育を円滑に推進するため、

授業や学校行事に使用する

消耗品や各種学習教材を購

入する。また、授業や学校

行事に使用するための各種

備品を購入する。 

 

 

 

 

 

小中学校特色ある学校づく

り事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 各小中学校において独自

の学習活動を行い、特色あ

る学校づくりの推進を行

う。 

 

 

●実績･成果 

各学校において、授業や

学校行事で使用する用紙や

文具、教材等の消耗品、夏

休み・冬休みの友などを購

入した。 

また、授業や学校行事に

使用する理科備品、音響機

器など教育備品の計画的な

更新・整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

 外部講師を招いた授業の

実施、金管バンドの活動や

平和学習、富士山学習など、

感染防止に努めながら、可

能な限り各校の特色ある学

校づくり活動を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

各学校の授業、学校行事

等に係る物品等の整備を行

い、学校教育の円滑な運営

を図る。 

 

●今後の展望 

 限られた予算の中である

が、引き続き計画的な教育

備品の更新・整備に努める。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 各小中学校においてそれ

ぞれ工夫を加え、独自性の

ある教育目標を設定し、よ

り特色を活かした学校づく

りを推進する。 

 

●今後の展望等 

 コミュニティスクールを

全校に導入し、これまで以

上に各校の地域の特性や伝

統などを活かし、特色ある

学校づくりを行うととも

に、周知を図る。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校校外活動等支援事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

児童生徒の健やかな心と

からだを育てるため、学校

での授業のみならず校外で

の活動を支援する事業であ

る。 

主なものとしては、民間

施設を活用した小学校の水

泳授業や校外行事における

バス等の借上げ（交通安全

教室、郷土学習、林間学校

等）や各種部活動等のコン

クールまたは全国大会、関

東大会等の参加に対する補

助金交付を行う。 

 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

 林間学校・宿泊学習等の

学校行事に係るバスの借り

上げや、各種全国大会、関

東大会等への参加に対する

補助を行い、校外行事を円

滑に実施することができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 民間施設を活用した小学

校の水泳授業や校外活動に

対するバスの借り上げ、大

会参加に対する支援を行

う。 

 英語教育の推進を図るた

め、今年度からは、市内全

中学校生徒に対する英検全

額補助を実施する。 

 

●今後の展望等 

 郷土学習や林間学校の校

外学習や各種大会への参加

など様々な体験を通じて、

自分自身で考えて行動する

といった人間力形成や情操

を養い、豊かな学校生活を

送ることができるよう、引

き続き支援する。 
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- 7 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

富士山教育研究実践事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

富士山や地域を知る学習

を通して、富士山と自分の

住んでいる地域に誇りを持

てる子どもを育てることを

目的とする事業である。 
教職員を対象に富士山や

地域の歴史を学ぶ視察研修

を実施し、富士山学習（富

士山を知る学習・地域を知

る学習・交流活動）の充実

を図る。また、子どもたち

の社会的・職業的自立を目

指し、中学生を対象に「職

場体験学習」や「ふるさと

発見ワークショップ」を実

施するとともに、小中学生

を対象に「わたしたちの富

士吉田市・富士山作品コン

クール」を実施し、郷土愛

の醸成を図る。 
 

 

 

●実績・成果 

 富士山学習の充実を図る

ため、教職員を対象に視察

研修を実施した。１回目は

静岡県、２回目は忍野村を

視察し、富士山に関する見

聞を広めることができた。 

吉田小学校と吉田西小学

校において富士山学習の授

業を公開し、教職員の研修

を深めた。富士山学習の講

師派遣やふじさんミュージ

アム研修、地域教材の積極

的な活用等により、富士山

学習の充実に取り組んだ。 

生徒のキャリア発達を目

的とし、中学２年生の「職

場体験学習」中学３年生の

「ふるさと発見ワークショ

ップ」を実施した。 

 また、「わたしたちの富士

吉田市・富士山作品コンク

ール」「富士山学習成果発表

会」を実施し、児童・生徒

の富士山学習への啓発や地

域愛の醸成を図った。 

夏季休業中学習支援事業

「富士子屋」を市内４中学

校区において、10 日間実施

した。 

 

 

●実施内容 

富士山学習講師派遣事業

やふじさんミュージアム研

修、富士山学習成果発表会

の開催等により、富士山学

習の充実に取り組む。 

今年度も静岡方面（静岡

県富士山世界遺産センタ

ー・富士山かぐや姫ミュー

ジアム等）の視察研修を実

施し、教職員の富士山につ

いての見聞を広める。 

また中学校において富士

山学習の授業を公開し、教

職員間での研修を深める。 

中学２年生の「職場体験

学習」、中学３年生の「ふる

さと発見ワークショップ」

を実施し、生徒の社会的・

職業的自立を目指す。 

第８回「わたしたちの富

士吉田市・富士山作品コン

クール」を実施し、富士山

学習に対する啓発を図る。 

夏季休業中学習支援事業

「富士子屋」を４中学校区

で 10 日間実施し、児童生徒

の学習習慣の定着・学力の

向上を図る。 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語指導委託事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

市内小中学校のＡＬＴ（外

国語指導講師）11 名の派遣

を業務委託し、教育活動全体

においてＡＬＴを有効活用

し、外国語教育の充実と国際

理解教育の推進を図る事業

である。また、ＡＬＴミーテ

ィングや外国語教育研究会

を実施し、外国語授業の充実

を図っていく。 

 

 

【コンクール応募数】 

３部門 2297 点 

【富士子屋参加者】 

 参加登録数 168 人 

延参加者数 757 回 

 

●課題等 

 「職場体験学習」「ふるさ

と発見ワークショップ」「富

士子屋」の事業において、

協力していただける企業や

学習支援者などを安定的に

確保する必要がある。 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

 市内小中学校 11 校にＡ

ＬＴを継続して配置した。

学習指導要領の確実な実施

とともに、教育活動全般に

おいてネイティブスピーカ

ーであるＡＬＴを様々な教

育活動で活用することによ

り、児童・生徒の異文化理

解やコミュニケーション力

の向上につながった。 

学校規模に応じてＡＬＴの

配置を調整し、小学校３・

４年生（外国語活動）と５・

６年生（外国語）では全時 

 

●今後の展望等 

 「職場体験学習」「ふるさ

と発見ワークショップ」「富

士子屋」の事業において、

企業・学習支援者・学校と

丁寧な連携を図りながら着

実に事業を進めていく。ま

た、コンクールで入賞した

作品の新たな活用を探る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 市内小中学校１１校にＡ

ＬＴを継続配置し、担任や

教科担任との効果的なティ

ームティーチングによる授

業づくりを進め、外国語教

育の充実を図る。 

教育活動全般においてネイ

ティブスピーカーであるＡ

ＬＴを有効に活用すること

で、児童・生徒の異文化理

解やコミュニケーション力

の育成につなげる。 

 ＡＬＴの指導力向上を

目指し、ＡＬＴ リーダーを 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 間、中学校（外国語）では

全体の２分の１時間以上を

ティームティーチングの時

間として確保することがで

きた。また、小学校低学年

の国際理解の授業も実施

し、児童の興味関心を高め

ることができた。 

ＡＬＴリーダーによる巡

回指導・ＡＬＴミーティン

グ・外国語教育研究会を実

施し、外国語授業の質の向

上を図ることができた。 

 

●課題等 

 ＡＬＴの指導技術のスキ

ルアップ、日本人教師との

ティームティーチングによ

る授業力の向上を図るとと

もに、ＡＬＴの積極的かつ

柔軟な活用により、国際理

解教育を教育活動全般にわ

たり進めていく必要があ

る。 

 

配置し、研修所指導主事と

共に市内各校を巡回し、授

業観察や指導を行う。また

ＡＬＴミーティングやＡＬ

Ｔ同士の授業参観を実施

し、授業実践の情報交換等

を行い、日々の授業に反映

させる。 

 

●今後の展望等 

 新しい派遣業者との連絡

を密に取り、質の高いＡＬ

Ｔの安定的な継続的配置、

ＡＬＴの指導技術の向上に

努める。ＡＬＴミーティン

グやＡＬＴリーダー巡回指

導等の取組を継続し、児童

生徒の異文化理解とコミュ

ニケーション力の向上に努

める。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

富士吉田市外２町４村１組

合ことばの教室共同設置事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

南都留地区の本市外２町

４村１組合の教育委員会が

共同設置事業として、下吉

田第二小学校に「ことばの

教室」を設置し、言語や発

達に課題をもつ幼児・児

童・生徒に対し、適切な言

語教育等を行うため、専門

教員による支援を行う事業

である。 

 

＊根拠法令 

学校教育法施行規則第 140

条第 1号に規定する者 

 

 

 

 

●実績･成果 

設置校である下吉田第二

小学校のことばの教室の教

諭６名により、南都留地区

の学校に通う児童生徒の言

語発達等の通級指導を実施

した。 

 障害の種類は、言語だけ

でなく、情緒障害、ＬＤ（学

習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠

陥多動性障害）等多様化し

ており、在級するそれぞれ

の子どもたちそれぞれの特

性や能力に合わせ、きめ細

やかな個別の指導を行っ

た。 

 また、障害の種類が多様

化してきていることから、

名称を「ことばの教室」か

ら「通級指導教室」に変更

する手続きを行い、運営要

綱、運営基準等の整備を行

った。 

 

 

 

 

●実施内容 

 本年度も教員を６名配置

し、児童生徒の個々に応じ

た指導目標を設定し、適切

で専門的な指導を行ってい

る。 

また、障害に不安を抱え

た子どもや保護者に対する

心のケアに対応するため、

各関係機関との連携を図り

ながら、適切な指導や相談

に応じている。 

 

⬤今後の展望等 

相談内容や障害の状況が

多様化してきていることか

ら、対応する教員のスキル

アップが必要であるため、

研修への参加を推進してい

くとともに、関係機関との

連携を深めていく必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B１ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

  

令和５年度末 

【年齢別】 

幼児 29 名 

児童 89 名 

生徒  5 名  

計  123 名 

 

【障害別】 

構音 48 名 

吃音  8 名 

自閉症 6名 

情緒障害 9 名 

LD・言語発達遅延 9名 

ADHD  14 名     

計  123 名 

 

【地区別】 

富士吉田市  80 名 

富士河口湖町 29 名 

西桂町     5 名 

忍野村     4 名 

道志村     0 名 

鳴沢村     1 名 

山中湖村    4 名 

湖南中組合   0 名 

計         123 名 
 
 
 
 

 

 

 

令和６年５月１日現在 

【年齢別】 

幼児  0 名 

児童 81 名 

生徒 ５名  

 計  86 名 

 

【障害別】 

構音 29 名 

吃音  6 名 

自閉症 6名 

情緒障害 5 名 

LD・言語発達遅延 27 名 

ADHD  13 名     

計   86 名 

 

【地区別】 

富士吉田市  52 名 

富士河口湖町 21 名 

西桂町     2 名 

忍野村     5 名 

道志村     0 名 

鳴沢村     0 名 

山中湖村    3 名 

湖南中組合   3 名 

計          86 名 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校情報教育推進事業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
学校現場では児童生徒や

保護者などの個人情報を保

管している。情報セキュリ

ティの技術的強化及び教職

員への研修により、個人情

報の流出等のセキュリティ

事故の防止を図る。 
文部科学省のＧＩＧＡス

クール構想により整備した

１人１台タブレットパソコ

ンの活用を図り、ＩＣＴ教

育の推進と、教員の働き方

改革を目指す。 

 

 

●実績・成果 
タブレットＰＣの持ち帰

りを推進するため、児童生

徒の問い合わせに対応でき

るよう整備を行った。 
 また、タブレットＰＣで

使用するデジタル教材及び

デジタル教材の活用方法等

を指導するＩＣＴ支援員を

継続して導入し、ＩＣＴ教

育の推進を図った。 
 併せて、教職員への情報

セキュリティ研修を実施

し、教職員の情報セキュリ

ティ意識向上を図った。 
 
●課題等 

今後、学習者用デジタル

教科書の導入教科数が増え

た際に、全校児童生徒が一

斉に使用することが想定さ

れるため、既存の通信環境

で遅延なく接続可能か検証

が必要となってくる。 

 

 

●実施内容 
文部科学省で実施してい

る学習者用デジタル教科書

実証事業において、算数・

数学が導入されていない学

校に市負担でデジタル教科

書を導入する。 
また、幅広い教科での指

導者用デジタル教科書を整

備する事で、指導者・学習

者双方の教育環境の向上を

実現する。 
25 人学級の影響や、特別

支援学級によるクラス増加

に対応するため、電子黒板

の計画的な整備を実施。 
 
●今後の展望等 
今後、三層分離方式から

フルクラウド方式へ変更す

る事が見込まれるため、よ

り一層のセキュリティ強化

が求められる。また、学校

での情報資産管理の方法等

を把握し、情報資産台帳の

作成など、機微情報の管理

徹底を図る。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２節 学校教育（２）教育体制の充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

総合教育支援事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

市内小中学校に在籍する

児童生徒が抱える様々な問

題に対応するため、総合教

育支援員による効果的な支

援を行うと同時に、児童生

徒の個々の意欲や満足感等

の状況を把握することで、

不登校やいじめ等の未然防

止を図る事業である。 

 

 

 

●実績･成果 

 総合教育支援員を５名任

用。学校や関係機関と連携

し、心理士派遣による教育

相談や適応指導等の支援を

行った。 

不登校やいじめなどの背

景に家庭での虐待や貧困が

絡むケースが多いことか

ら、スクールソーシャルワ

ーカーに委託。社会福祉的

な観点から支援を行い、不

登校児の学校復帰支援やい

じめの未然防止に取り組ん

だ。学級集団づくりや不登

校などの早期発見に繋げる

ことができた。 

また、令和５年度より特

別支援教育支援員の予算に

ついて当事業に移行し、支

援員を小学校に 25 名、中学

校に９名配置し、個々の特

性や多様性に応じたきめ細

かな支援を行っている。 

 

 

●実施内容 

 昨年度より２名増とし、

総合教育支援員７名を配

置。また、スクールソーシ

ャルワーカー（１名）や公

認心理師（数名）なども派

遣により配置。定期的な学

校訪問、支援室の開設等問

題を抱えている児童生徒の

早期発見に努めている。 

学校や関係機関と連携を

図りながら、問題を抱える

児童生徒やその保護者に寄

り添った教育相談や適応指

導を行っている。 

令和６年７月１日現在

で、特別支援教育支援員を

小学校に 28 名、中学校に９

名配置、個々の特性や多様

性に応じたきめ細かな支援

を行っている。 

 

⬤今後の展望等 

問題を抱える児童生徒に

ついては、ＬＧＢＴＱ、ヤ

ングケアラー等多様化して

きており、本人の抱える課

題以外に友人や家庭等さま

ざまな影響によることが考 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研修所事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

 本市の教育の振興及び児

童生徒の健全な育成を目的

として、教職員研修、教育

に関する調査・研究、教育

相談、外国人子女等指導協

力者や私傷病休暇等代替職

員派遣などを行う事業であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

教職員の資質向上及び 

今日的な教育課題への対応

を目的として、夏季休業中

を中心に、教職員研修を実

施した。ＱＵ研修、特別支

援教育研修、Ｇｏｏｇｌｅ

研修、ＩＣＴ利活用研修、

ＳＯＳの出し方に関する教

育研修、若手教員資質向上

研修等を実施し、日々の教

育活動に生かした。 

不登校対応、外国語の小

中学校の連携、富士山学習

の推進等、様々な教育課題 

に対し、研修所研究員が中

心となり研究・実践を深め

た。特にＧＩＧＡスクール

化においては、一人一台パ 

えられる。抱えている課題

をとらえ、関係者が連携を

取りながら、きめ細かな支

援を行っていく。 

 支援室を利用する子ども

たちが増加しており、支援

室の広さや仕様を検討しな

がら、より適切なスペース

等の確保が課題である。 

 

 

 

 

 

●実施内容 

今日的な教育課題への対

応のため、ＷＥＢＱＵ研修、

ソーシャルスキル研修、防

災教育研修など各種研修を

実施し、教職員の資質向上

を図る。特に、ＧＩＧＡス

クール化に向けては、教職

員一人一人のＩＣＴ活用技

術の向上が求められてお

り、習熟度に合わせての研

修会を実施していく。 

研修所の各研究会において

は、「地域に開かれた教育課

程作り」「タブレット・デジ

タル教科書の効果的な活

用」「不登校対応」などの研

究を進め、その成果を広く

学校現場に還流していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソコンの効果的な活用につ

いて、実践と情報の共有に

取り組んだ。 

教職員業務支援システム

（あいシステム）の管理運

営においては、学校現場の

声を委託業者に届け、利便

性を高めるよう努めた。併

せて教職員用パソコン等の

整備を計画的に進めた。 

 

●課題等 

児童生徒が主体の授業づ

くりを目指し、ＩＣＴに関

する研修や学級づくりに焦

点をあてた研修などを実施

する。ＩＣＴの活用につい

ては、教職員の個人差が大

きいため、各小中学校にお

いて推進役となる教職員が

中心となり、タブレットを

効果的に活用できる教職員

を増やし、全体的なレベル

アップが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、幼保小や小中高等

の連携会議を計画的に運営

し、子供たちの学びの道筋

においてスムーズな接続が

図られるように取り組んで

いく。 

 

●今後の展望等 

 多様化する児童生徒にき

め細かな対応をするため、

学校現場のニーズに応えな

がら研修を実施する。また、

デジタル教科書やＩＣＴ機

器を効果的に活用した授業

改善に取り組むために、情

報教育研究会を中心に情報

の収集・発信を行い、教職

員の資質の向上を図る。 

教職員のパソコン・タブ

レットの管理については、

管理表をもとに正確に実施

していく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２節 学校教育 （３）学校施設の充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校校舎等維持管理事

業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
小中学校の維持管理を行

い、健全経営を図っていく。

また、児童・生徒や教職員

が安心して快適に過ごせる

ような学習環境を確保す

る。 
 

 

 

 

●実績・成果 
 下吉田第二小学校体育館

のＬＥＤ改修及び非常用発

電機設置工事、明見小受水

槽改修工事、25 人学級及び

特別支援学級の増加による

教室へのエアコン設置工事

を実施。 
学校施設の維持管理や法

令に基づく点検等に関する

各種委託業務に加え、次年

度以降の体育館への空調設

置工事の設計業務、長寿命

化計画に基づく下吉田中学

校屋内運動場工事の実施設

計、今後利用が見込まれな

い明見中・富士見台中学校

のプール解体撤去工事設計

業務、富士小学校受水槽改

修設計業務等を実施した。 
修繕については、緊急

性・安全性・必要性を踏ま

え、学校運営に支障をきた

さぬよう対応した。 
 

●課題等 
各校共通の課題として、

校舎等の老朽化に伴い、大

規模な改修工事や修繕が必 

 

 

 

●実施内容 

下吉田第二小学校屋内運

動場空調工事、下吉田東

小・吉田小学校屋内運動場

ＬＥＤ改修及び空調設置工

事により、学校施設はもと

より、発災後の避難所とし

ての長寿命化・機能性強化

を図る。加えて、富士見台

中学校屋内プール解体工

事、富士小学校受水槽改修

工事を行うことで施設の維

持管理に努める。 

 

●今後の展望等 

各小学校の屋内運動場照

明ＬＥＤ化改修及び空調施

設工事を行うことで、機能

性強化を図る。 

市内小中学校の施設老朽

化に対し、少子化が進む中

での小中学校の適正規模・

適正配置の結果を踏まえ、

持続可能な学校施設のあり

方について検討していく必

要がある。 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校管理事業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
学校の安全管理や設備・

備品等を維持していくた

め、物品や備品等の管理、

購入を行い、円滑な学校運

営を図る。 
 

要となってきている。 
今後、令和 15 年から令和

34 年の 20 年間に学校施設

の集中的な建て替えが必要

となり、計画的・効率的な

改修・修繕が必要となるが、

資材や人件費の高騰による

建築コストの増大等、当初

の想定を上回る財政的負担

が予想される。 
 

 
 
 
 
●実績・成果 
 学校施設の適切な運営の

ために必要な消耗品や備品

の整備、学校施設・備品の

軽微な修繕等を実施した。 
感染症の予防のための消

耗品を購入し、学校内の感

染リスクの軽減に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 各小中学校と連携し、学

校施設の適切な維持管理や

安全管理とともに、児童生

徒の健全育成や安心安全な

学びの場となるように努め

ている。 

 

●今後の展望等 

学校と連携し、適切な学

校施設の運営を図ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

- 18 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

明見中学校長寿命化事業

（継続事業） 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
令和５年～７年度に実施

する明見中学校長寿命化改

修工事において、工事の管

理等を実施する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田中学校屋内運動場長寿

命化事業（継続事業） 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
令和５年、６年に実施す

る、吉田中学校屋内運動場

長寿命化改修工事設計業務

の管理を行う。 

 
 
●実績・成果 
 建築・機械・設備各工事

に対する契約を行い、長寿

命化工事に着手した。 
 
●課題等 
 建築資材や人件費の高騰

による建築コストの影響に

加え、一部建築資材では納

期遅延が発生している状況

もあるため、出来る限り影

響が出ないよう、工事の進

捗管理に注視していく。 
 

 

 

 

 

 

●実績・成果 
基本設計業務委託を行っ

た。 

 

 

●実施内容 

引き続き、工事の進捗管

理を行う。 
 

●今後の展望等 

 国庫補助金事業でもある

ため、工期の遅れがないよ

う、引き続き工事の進捗管

理を行っていく。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 今年度で事業が終了とな

るので、業務完了後、成果

品の引き受けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２節 学校教育 （４）健全安全教育の充実・推進 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

就学時健康診断事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

本市に住所を有する、来

年度の小学校就学予定者に

対し、健康診断を行うこと

により、心身の疾病や異常

の疑いがある者をスクリー

ニングし、保健上必要な助

言を行い就学支援等に結び

つける。 

 

＊根拠法令 

学校保健安全法第 11 条 

 

 

 

●実績･成果 

市民会館を健診会場と

し、３日間の日程で集合健

診を実施した。令和５年度

は 327 名が対象。 

問診票の回答や知能検

査・健診当日の子どもの様

子からだけではなく、子育

て支援課の地区保健師、保

育園巡回看護師、福祉課の

保健師等からの情報を活用

し、就学に向けた教育相談

に繋げることで、きめ細か

な就学支援を行うことがで

きた。 

 会場は、３階フロアーに

加えリハーサル室やふじさ

んホールを借用し、順路な

どの動線の調整や対応する

職員の確保などにより会場

内の混雑の回避を図った。 

 

 

 

●実施内容  

【令和６年度健診日】 

10 月 22 日（火） 

 10 月 23 日（水） 

 10 月 24 日（木） 

会場：市民会館３階・ 

   ふじさんホール 

【予備日】 

 11 月 7日 下二小 

 

 就学予定者の心身の状態

を把握し、保健上必要な勧

告、助言を行い、就学支援

につなげる。 

 

●今後の展望等 

 会場運営にあたり、受付

時間を学校ごとに調整し、

全体の流れがスムーズにな

るよう誘導スタッフを配置

する。 

感染症対策として、オー

トクレーブ済みの鼻鏡・耳

鏡・歯鏡・探針をレンタル

対応する。あわせてディス

ポの遮眼子や舌圧子を使用

する。 

 

 

 

 

Ｅ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

児童生徒健康管理事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

学校保健安全法及び富士

吉田市小・中学校管理規則

に基づき、学校医・学校歯

科医・学校薬剤師を配置し、

児童生徒に対する各種健診

を実施するとともに、児童

生徒の健やかな育成及び健

康管理を図る事業である。 

 

＊根拠法令 

・学校保健安全法第 23条 

・富士吉田市小・中学校 

管理規則第５条 

 

 

 

 

●実績･成果 

 富士吉田医師会、山梨県

歯科医師会、富士吉田市学

校薬剤師会に推薦依頼を行

い、推薦を受けた医師・眼

科医・歯科医師・薬剤師に

委嘱し、各小中学校におい

て学校保健安全法による健

康診断を実施し、疾病の予

防や適切な治療の指導等を

行った。 

 また、学校医等に専門的

な助言を受けることによ

り、児童生徒の健康管理や

感染症の拡大予防に努め

た。結核対策委員会におい

て、６名の要検討者につい

て精密検査の要否を検討

し、全員精密検査不要とい

う結論に至った。 

学校給食における食物ア

レルギー対応委員会を開催

し、学校給食にかかるアレ

ルギー対応について、検討

を行った。 
 

【令和５年度委嘱人数】 

（委嘱のべ人数） 

 学校医    59 名 

学校歯科医  16 名 

 学校薬剤師  11 名 

 

 

●実施内容 

医師会等の関係機関との

調整により、滞りなく学校

医の委嘱を行い、学校医の

配置体制を整えている。 

 法令に基づき各小中学校

の学年に応じた検査及び健

診を円滑に実施できるよ

う、関係機関や学校への働

きかけを行う。 

 食物アレルギー対応や結

核対策の委員会を開催し、

必要な事項について検討を

行う。 

健康診断においては感染

症対策として、オートクレ

ーブ済みの鼻鏡・耳鏡・歯

鏡・探針をレンタル対応す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

【令和６年度委嘱人数】 

（委嘱のべ人数） 

学校医    59 名 

学校歯科医  16 名 

 学校薬剤師  11 名 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

学校給食センター運営事業 

担当課：学校給食センター 

●事業内容等 

 成長期の児童生徒及び幼

児に対し、栄養バランスの

とれた安心安全な給食を提

供し、健康の保持増進を図

る。また、地産地消を含め

た食育指導を通じ、食事に

関する正しい理解と望まし

い食習慣を身に付ける力を

養う。 

食物アレルギー疾患を持

つ児童生徒には、詳細な献

立表の対応や除去食の提供

を行う。 

 市立小中学校に在校する

児童生徒の保護者の経済的

負担を軽減するため、学校

給食費の無償化を行ってい

る。併せて、食物アレルギ

ー疾患を持つ児童生徒の保

護者に対し、給食費相当額

の補助金を交付する。 

災害時には、炊き出しの

拠点としても機能する施設

である。 

 

 

 

●実績･成果 

 令和５年度についても衛

生管理と施設管理を徹底

し、安心安全な給食を提供

することができた。 

 食育の活動として、市立

小中学校の給食時間に市栄

養士と栄養教諭が訪問し、

食育指導を行った。その日

の給食を教材として、使用

食材の栄養素や産地を紹介

したほか、学齢に応じた適

量の給食をしっかりと食べ

ることの大切さなどを働き

かけた結果、残食が減少し

た。献立では積極的に地元

の食材を活用し、地産地消

を推進した。お米について

は、市内米生産者に給食用

特別栽培米を栽培してもら

い、11 月から提供すること

ができた。 

９月から11月には16歳以

上の市民を対象に３回、本

市食生活改善推進員を対象

に５回の給食試食会を実施

した。延べ 118 名に参加い

ただき、地域の方々にも給

食の理解を深めていただく

良い機会となった。 

食物アレルギー疾患を持

つ児童生徒に対しては、学 

 

 

●実施内容 

 令和５年度に引き続き、

学校給食衛生管理基準に則

り、業務を遂行している。 

 学校訪問や施設見学の受

入では、食育指導教材など

を工夫し、子どもたちの食

への関心が高められるよう

取り組んでいる。今年度も

小学校１年生の校外学習と

して６校の受入を行った。 

学校からも、子どもたちの

給食への意識が高まった

等、評価いただいている。 

 食材価格の高騰が続いて

いる中ではあるが、生産者

や卸売業者の協力の下、積

極的に地元食材を取り入れ

ている。今年の夏休み中に

も旬な地元野菜を購入し、

冷凍加工をして、２学期に

提供する予定である。また、

お米についても昨年度に引

き続き、市内米生産者に特

別栽培米を栽培していただ

いており、今秋以降、新米

を提供していく予定であ

る。 

給食の献立内容や使用食

材、調理の様子など、市公

式Ⅹやホームページで発信

している。児童生徒の家庭 

 

ＡＡ 

 

- 22 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

校・保護者・調理従事者と

十分に情報交換を行い、事

故なく詳細な献立表及び除

去食にて対応することがで

きた。 

 また、市立小中学校の給

食費無償化を実施するとと

もに、食物アレルギー等で

弁当を持参している児童生

徒に対し補助金を交付し

た。子育て世代の経済的負

担の軽減に繋がった。 

 さらに、昨今の物価高騰

により、規則で定めている

学校給食費と実際の賄材料

経費の差が年々大きくなっ

ていることから、給食費の

適正価格について審議を行

った。 

 

●課題等 

 厨房機器や機械設備の緊

急修繕対応が増えている。

また、備品についても入替

時期に入ってきており、長

期計画で備品整備を行って

いく必要がある。 

 食物アレルギー対応につ

いては事務量が増加傾向に

あるため、これまで以上に

安心安全に給食を提供する

よう、専門的な知識を要す

るが、課全体としての体制

づくりが必要である。 

へ配布していた、給食だよ

りと給食献立予定表につい

ては、ＳＤＧｓ推進と教職

員の多忙化改善の観点か

ら、今年の７・８月号から

デジタル版のみとし、紙媒

体を廃止した。課題でもあ

る、緊急修繕については、

今年も頻発しているため、

日常点検や長期休業中の年

次点検を実施し、改善すべ

き点は順次改善していく。 

 

⬤今後の展望等 

 アレルギー対応を含み、

給食の調理、配缶、配送、

回収に至るまで各指針や対

応マニュアルを遵守し安心

安全な給食を安定して提供

することが第一である。そ

のために、調理及び配送等

業務の受託業者と連携し、

安心安全に業務を遂行して

いく。給食の調理及び配送

等業務の民間委託契約が来

年７月末で期間満了を迎え

る。次期受託者をしっかり

審査し、決定できるよう準

備を進めていく。 

学校給食費改定について

は、審議会答申に基づき、

必要な規則改正及び予算編

成を行い、令和７年度に改

定できるよう進めていく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２節 学校教育 （５）義務教育環境の充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

児童生徒就学援助・奨励事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 
経済的な理由により就学

困難と認められる児童生徒

の保護者に対して必要な援

助を行う。 

また、特別支援学級に在

籍する児童生徒の保護者の

経済的負担を軽減するた

め、その負担能力の程度に

応じて必要な援助を行う。 

 
 
 
●実績・成果 

無償配布される教科書を

除く、他の学用品、修学旅

行費、校外学習費にかかる

費用の一部について援助を

行った。また、自宅にタブ

レット端末を持ち帰り学習

する際の通信費の一部を援

助対象とした。 
小学校及び中学校入学児

童生徒に対して、入学準備

金及び荒井三千男新入学児

童生徒奨学金の支給を行

い、多くの対象児童生徒の

保護者の経済的負担の軽減

を図った。 
給食費無償化に伴い、市

外公立学校及び私立学校に

通学する児童生徒の保護者

へ補助を行い、給食費に係

る経済的負担の軽減を図っ

た。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
●実施内容 

 各世帯の状況に応じ必要

な援助を行い、保護者の負

担軽減を図る。 

給食費無償化に伴い、市

内在住で、市内公立小中学

校以外の小中学校等に通学

する児童生徒の保護者に対

し、給食費の補助を行う。 

 

●今後の展望等 

 令和７年度以降の入学者

に対し、荒井三千男新入学

児童生徒奨学金を支給する

ための荒井三千男氏からの

寄付金を原資とした基金残

高が不足するため、奨学金制

度の廃止・縮小とともに、入

学準備金の増額の検討を要

す。 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

  

【令和５年度支給額】 

要保護・準要保護 

小学校  5,186,154 円 

中学校  7,483,094 円 

荒井三千男奨学金 

小学校  2,100,000 円 

中学校  3,000,000 円 

特別支援就学援助 

小学校   722,552 円 

中学校   639,937 円 

 

市外の学校へ通学する児童

生徒の保護者への給食費の

援助 

 小学校  588,125 円 

 中学校 2,129,665 円 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第３節 青少年 （１）青少年育成 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

青少年センター管理運営事

業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

施設管理 

 青少年等が団体宿泊研修

を通じて、規律・協力・友愛

及び奉仕の精神を養い、心身

ともに健全な育成を図るこ

とを目的として設置された

当該施設について指定管理

制度のもと効果的な施設の

管理運営を行う。 

 

 

 

 

●実績･成果 

特定非営利法人富士北麓

まちづくりネットワークに

よる指定管理のもと、利用

者が安心・安全に利用でき

るよう施設運営管理を実施

した。また、利用者の安全

性・利便性の向上のため、

自動火災報知設備の修繕や

浴室タイル、屋根樋の改修

を実施し施設の維持管理、

環境整備を行った。コロナ

前の平成 30 年度の 81.1％

まで利用率が回復した。 

【令和５年度利用者数】 

延  13,196 人 

 （内 市民 6,589 人） 

Ｒ４年度 延 11,957 人 

  内 市民  7,099 人 

〇自主事業 

 食事提供事業 

 交流事業 

 

●課題等 

経年劣化した施設を、限ら

れた予算内でいかに事後保

全のための修繕を行ってい

くか検討していかなければ

ならない。 

 
 
 
●実施内容 

・特定非営利活動法人富士

北麓まちづくりネットワー

クを指定管理者として、引

き続き施設の管理運営を実

施する。 

・「長寿命化計画」をもとに

優先順位を見極めながら計

画的に修繕等を行ってい

く。 

 

●今後の展望等 

特定非営利活動法人富士

北麓まちづくりネットワー

クと連携し、利用者の安心

感と快適性の向上に努め、

施設の利用者増加を図る。 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

青少年教育事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

次代を担う青少年の健全

育成を図るためスポーツ大

会や各種研修会の実施や、

有害環境から青少年を守る

ための情報発信等を行う。 

また、青少年育成カウン

セラーによる指導、相談、

助言等を行う。 
 
・青少年育成カウンセラー設

置根拠：富士吉田市青少年育

成カウンセラー設置規則 

 

 

●実績･成果 

・育成会連合会の開催 

・青少年対策本部事業 

  学童野球大会 

ミニバス大会 

非行防止標語優秀作品

表彰式 

・二十歳を祝う会 

・富士河口湖町にてジュニ

アリーダーアウトドア体験 

・保護者や子ども達にむけ

て、インターネットやＳＮ

Ｓとのかかわり方や、注意

点などのＩＣＴ社会での情

報提供を行った。 

 

●課題等 

青少年の健全育成は地域

が主体となって推進してい

くことが重要であるが、地

域の担い手不足などにより

育成会活動の継続も年々難

しくなってきている。 

 

 

●実施内容 

・育成会連合会における情

報交換・意見交換を行い、

継続的に青少年育成活動を

支援する。 

・学童野球大会、ミニバス

大会の実施。 

・ジュニアリーダーアウト

ドア体験は富士宮市にて日

帰りで実施する。 

 

●今後の展望等 

学童野球大会、ミニバス

大会チーム数の減少に伴う

今後の大会のあり方や、青

少年総合対策本部としての

関わり方など、各スポーツ

団体の自主運営も視野に検

討していく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

放課後子ども教室推進事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

子どもたちが放課後を安

全・安心に過ごし、多様な体

験・活動ができるよう、地域

住民等の参画を得て、学習や

体験・交流活動などを行う。 

 

 

●実績･成果 

【令和５年度開催状況】 

５月から開催した。 

・富士小学校 

 登録数 36 名 38 日開催 

 利用者数 延べ 1,150 名 

・下吉田第一小学校 

登録数 44名 46 日開催 

利用者数 延べ 823 名 

・吉田西小学校 

 登録数 60 名 59 日開催 

 利用者数 延べ 1,462 名 

・下吉田第二小学校 

登録数 23名 21 日開催 

利用者数 延べ 419 名 

・明見小学校  

 随時土曜日教室４回開催 

 利用者数 延べ 108 名 

 

●課題等 

未実施学校への新規開設

は、学校の余裕教室などの

場所やコーディネーター・

推進員・サポーターの確保

が不可欠であるが、現状ど

れも不足しており、新規開

設は難しい状況である。 

 
 
 
 
 

 

 

●実施内容 

・児童の安全・安心を確保

しながら実施する。 

５月～富士小学校・吉田西

小学校、下吉田第二小学校 

６月～下吉田第一小学校 

７月～明見小学校 

・定期的なスタッフ会議等

の開催により事業の資質向

上を図る。 

・不足する推進員・サポー

ター確保対策として、県の

補助基準以上の交通費等の

支給を行う。 
 

●今後の展望等 

未実施の学校へアプロー

チについては、国の「放課

後児童対策パッケージ」で

示されている放課後児童ク

ラブと放課後子供教室の校

内交流型・連携型の推進を

しながら新規開設を模索し

ていく。 
 
 

 

 

 

 

Ｂ１ 

- 28 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第４節 生涯学習 （１）施設の活用・充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

図書館管理運営事業 

担当課：図書館 

●事業内容等 

図書館法等に基づき、公

共図書館として、正確な情

報を提供できる体制、及び

利用者が情報や文化資源を

生み出すことを可能とする

環境や資料の収集、図書館

間の相互協力などの環境を

整備し、市民に対し適切な

図書サービスを提供する。 

また、研修等を積極的に

受講し、スタッフの資質・

能力の向上に努め、地域の

コミュニティ施設として、

図書館がより身近な存在と

なるよう各種イベントやサ

ービスを提供する。 

 

根拠法令 

・図書館法 

・富士吉田市立図書館の設

置及び管理に関する条例 

 

 

 

 

●実績･成果 

公立図書館の役割である

市民の学習活動や文化活動

の情報や図書の資料提供及

び、近隣図書館との意見交

換や相互貸借などにより図

書館環境の整備充実を図っ

た。 

また、地域コミュニティ

の場として、幅広い年齢層

を対象に各種イベントを開

催し、新規イベントとして

川柳大会の実施及び、図書

館ホームページや

Instagram、ⅩなどのＳＮＳ

を活用したＰＲ活動を通

し、身近な公共施設として、

市民の利用促進を図ること

ができた。 

 

令和５年度実績 

開館日数     284 日 

貸出者数    66,062 人 

貸出点数    314,633 点 

入館者数   147,732 人 

定期型イベント 

   24 回・1,740 人 

企画型イベント 

   24 回・1,303 人 

 

 

●実施内容 

・図書館資料の充実 

・図書館サービスの充実 

・本と触れ合う機会の提供 

・多様な学習機会の提供 

・課題解決 

・図書館を支える人材の 

充実 

・情報発信の場としての 

役割 

・教科書センターとしての 

役割 

・図書館システムの管理 

・職員研修 

・各種イベント 

・施設管理 

 

●今後の展望等 

多様化する利用者のニー

ズに広く応えるため、多く

の大活字本の導入や点字図

書館との連携の実現を目指

し、ハンディキャップサー

ビスの拡充などの図書館資

料も充実させていく。 

また、図書館の利用促進

を図るため、様々な世代が

気軽に参加することができ

る、時流に乗ったテーマの 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵書リサイクル数 

11,203 点 

 

●課題等 

施設管理上の課題とし

て、館内設備の老朽化によ

る空調設備の補修整備やＬ

ＥＤ交換工事、また、館内

での犯罪抑止及び防止、利

用者の安全確保のための防

犯カメラ設置の拡大の実現

化を進めていく必要があ

る。 

また、業務運営上の課題

として、ＩＣタグ導入・資

料のデジタル化など、ＤＸ

の推進により、利用者への

サービス向上、業務の効率

化、蔵書点検期間短縮が実

現化する。 

さらに、図書館運営業務

には専門知識が必要なこと

から、有資格者の人材確保

が必要である。 

 

 

 

 

 

 

企画展示・イベント・セミ

ナーを開催するとともに、

ホームページ、広報紙、Ｓ

ＮＳ等を活用し積極的に周

知を行う。 

図書館職員の資質向上を

図るため、各種研修会へ積

極的に参加する。 

老朽化に伴う施設の補修

工事を実施し、施設管理を

徹底し、サービスの向上を

図る。 

有資格者の人材を確保

し、業務の安定化・効率化

の実現を目指すため、図書

館運営業務の民間事業者へ

の委託等を検討する。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

子供読書推進事業 

担当課：図書館 

●事業内容等 

子どもの読書活動の推進

に関する法律及び富士吉田

市子ども読書活動推進計画

に基づき、子どもたちが積

極的に読書活動を行う意欲

を高め、生涯にわたる読書

習慣を身に付けることがで

きるよう、読書体験や読書

の楽しさを知る機会を提供

し、その環境づくりを行う。 

 

根拠法令 

・子どもの読書活動の推進

に関する法律 

 

 

 

●実績・成果 

４ケ月健診時にファース

トブックをプレゼントする

ことで、乳幼児と保護者が

絵本に触れるきっかけを提

供し、子どもたちの読書環

境づくりを目的として、小

学校入学時にセカンドブッ

ク、中学校入学時にはサー

ドブックをプレゼントし、

発達段階に相応しい図書を

贈呈した。 

また、放課後児童クラブ

や学校図書館と連携するこ

とで、子どもたちにより多

くの図書資料を提供した。 

さらには、読み聞かせボ

ランティア団体（このはな

さくや）等の協力による、

絵本の読み聞かせや手遊

び、エプロンシアターや紙

芝居等を楽しんでもらえる

おはなし会の実施、こども

会による人形劇の上演や工

作教室等の館内イベントに

より、図書館を身近に感じ

る環境づくりに努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・羽田ブックプレゼント 

事業 

・こども会の実施 

・学校図書館や関係機関と 

の連携・協力 

・おはなし会の実施 

・ボランティア団体との協 

力による出前おはなし会 

の実施 

・各種イベント 

 

●今後の展望等 

子どもたちが本と出会

い、親しみを感じ、読書習

慣を形成することで、読書

活動を継続させるため、乳

幼児期には、おはなし会へ

の参加を促進し、絵本や読

書の楽しさを子どもや保護

者に伝える。 

読書離れが深刻な若者世

代の読書への意欲向上を図

るため、ヤングアダルト図

書の充実や魅力的な特設コ

ーナーの設置など、読書環

境の整備を継続的に実施す

る。 

また、学校図書館と連

携・協力し、市内小中学生

の学校図書室・図書館・本

離れの改善に努める。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファーストブック 250 人 

・セカンドブック 334 人 

・サードブック  398 人 

・学校図書館連携図書購入 

         639 冊 

・ちいさいおはなしかい 

    39 回   872 人 

・おはなし会 

    21 回   366 人 

・出前おはなし会 

114 回   2,370 人 

・学校図書館等連携事業 

小学校貸出実績  3,222件 

中学校貸出実績  3,330件 

・こども会 

(夏冬計 2回) 216 人 

 

●課題等 

現在、若者世代、特に中

高生の読書離れが深刻な状

況となっているため、幼少

期から小学生までに培った

読書週間や読書意欲を継続

していく取り組みが、今ま

で以上に必要である。 

また、数年後には羽田ブ

ックプレゼント事業の財源

である教育文化振興基金

（羽田基金）が、底をつく

ため、財源も含めてこの事

業の存続方法を検討する必

要がある。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

市民会館管理運営事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

施設管理 

地域住民の文化の向上と

福祉の増進、地域の発展を図

るため設置された富士五湖

文化センター・富士吉田市民

会館を指定管理制度のもと、

施設の効果的な管理運営を

行う。 

 

 

●実績･成果 

・（一財）富士吉田文化振興

協会による指定管理のも

と、文化活動の拠点として

安全で快適な施設運営に努

めた。多くの市民等にとっ

て利用しやすいサービスの

向上に努め、芸術文化の継

承、普及、振興の一役を担

った。また、必要な修繕等

を実施し施設の維持管理、

環境整備を図った。 

・大ホール及び小ホールの

使用料は前年度増減率それ

ぞれ 5.12％増、6.75％増と

なった。 

【令和５年度利用者数】 

利用者数 79,359 人 

（Ｒ４年度 68,980 人） 

【自主事業】  

① 自遊大学  68 教室 

② 映画鑑賞事業 開催 

③ コンサート等 開催 

④ 芸能芸術鑑賞 開催 

 

●課題等 

設備等の修繕、メンテナン

スが定期的に必要である。

また、平成 23 年のリニュー

アルから年数が経過し、施

設の大規模改修が必要とな

ってきている。 

 

 

●実施内容 

・（一財）富士吉田文化振興

協会を指定管理として施設

の維持管理と施設貸出を実

施する。 

・施設の利用促進に繋がる

よう指定管理者による自主

事業（富士山自遊大学ほか）

を行う。 

・長寿命化計画に基づき定

期的な設備改修及び修繕等

を計画的に実施する。 

 

●今後の展望等 

計画的な施設改修や修繕

を実施していく中で、安心

安全な施設運営を前提に施

設利用率の向上を目指す。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第４節 生涯学習 （２）社会教育の推進 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

社会教育推進事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇社会教育委員活動 

 市民の学習ニーズや時代

に即した幅広い学習の場を

提供するため、情報収集及び

事業の計画立案等を行い、社

会教育・生涯教育の進展を図

る。 

 

＊根拠法令 

社会教育法第 15条 

 

〇社会奉仕団体への支援 

 婦人会の奉仕活動等を支

援することで、その社会参

画、地域貢献活動等の推進を

図る。 

 

 

 

 

●実績･成果 

・第 54 回関東甲信越静社

会教育研究大会栃木大会

への参加等、他団体や先進

地の情報を収集し社会教

育の発展に努めた。 

・市社会教育委員の定例会

等の開催。 

・南都留社会教育委員連絡

協議会への参加。 

・南都留地区担当者会への

参加 

・市民大学及び各中央社会

学級の視察を行った。 

・連合婦人会の活動支援 

（Ｒ５年度補助金 1,500

千円） 

・社会教育実習生の受け入

れを行った。 

 

●課題等 

富士吉田市連合婦人会

への参加自治会の減少及

び県組織からの脱退に伴

う研修機会の喪失等、対応

策を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・他団体の先進事例に関す

る情報収集や意見交換を行

うため、社会教育委員の研

修会に参加する。 

・社会教育委員が直接的に

中央社会学級運営事業等に

携わり、現場の様子を確認

することにより、委員・講

師・受講者の意識向上を図

る。 

・南都留社会教育連絡協議

会副会長及び事務局として

総会・研修会等を計画・実

施する。 

・連合婦人会の奉仕活動等

に協力し、その社会参画、

ボランティア活動等を支援

する。 

 

●今後の展望等 

先進地視察研修等を通じ

て講座等の企画立案につい

て意見交換を行い、社会教

育委員活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

生涯学習講座事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇講座等の主催 

市民の多種多様な学習ニ

ーズに応えるため、様々な学

習の情報や学びの場を提供

し、子どもから高齢者まであ

らゆる世代に対応した各種

教室、講演会等を開催し、生

涯学習の推進を図る。 

 

〇活動団体支援 

教育機関が実施する公開事

業や各地区における社会学

級開設事業への補助。 

 

 

●実績･成果 

・富士の里市民大学 13 回 

・家庭教育学級   12 回 

・寿教室の開催  12 教室 

・中央社会学級  10 講座 

・地区社会学級  40 学級 

・成人学級の開催 ３地区 

・生涯学習講座  ２講座 

・富士山ジュニアカレッジ

20 教室 

各種事業の申し込みは、

電話だけでなく、メールや

ＨＰ、ＱＲコード等を活用

するなど利便性の向上を

図った。 

市民大学では神奈川県

の小田原城にバス研修を

行った。 

 

●課題等 

・人気教室をできるだけ多

くの希望者が受講できる

よう土日開催、夜間実施な

ど、日程や開催時間、応募

方法に工夫を凝らす。 

・新型コロナ禍で休止した

地区社会学級の再開を促

す方策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・広報紙及びＨＰやＣＡＴ

Ｖ、ラジオ放送、ポスター

などの媒体を活用し、引き

続き事業のＰＲを実施す

る。 

・魅力ある講座づくりに努

めるとともに、参加人数の

調整や実施時間を考慮し、

受講しやすい環境を整えて

いく。 

 

●今後の展望等 

・各受講対象者層に効果的

に情報発信を行う。 

・市民のニーズに応え、時

代に即した講座を開催する

ため、情報収集に努め、常

に講座内容を精査してい

く。 

・生活の利便性を高めるた

め、高齢者向けにスマホ教

室を開催し活用促進を図

る。 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第５節 文化・芸術 （１）文化・芸術の振興 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

芸術文化振興事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇文化振興活動 

文化意識を高め、心の豊

かさを養い、本市における

芸術文化の向上を図るた

め、芸術文化活動を支援す

る。 
 
〇活動団体の支援 
文化振興団体を支援し、市民

に様々な文化活動に触れる

機会を提供するとともに後

進の人材育成を促す。 

 

 

●実績･成果 

・第 71 回富士吉田市文化 

祭を開催した。その成果

である収録集のカラー化

を行った。 

・梅若薪能事業への支援 

・文化協会への支援 

・文化振興協会への支援 

・市立中学校文化部活動指

導者派遣 

 

●課題等 

文化団体構成員の高齢化

が進んでおり、後継者育成

が懸案となっている。 

小中学生、高校生などの

若い世代が、芸術文化に触

れることができる環境の整

備が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・市民が芸術文化に触れる

機会を提供するため、第 72

回富士吉田市文化祭及び公

募展を開催する。 

・11 月３日文化の日には、

文化祭公募展表彰式を開催

する。 

・自治会及び文化団体の活

動費に対し補助金を交付

し、地域の文化活動を支援

する。 

 

●今後の展望等 

将来の文化活動を担う人

材育成に繋がるよう若い世

代へ文化団体の活動の周知

啓発を行う。 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第５節 文化・芸術 （２）文化財等の保存と活用 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

文化財保護対策事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

今日まで守り伝えられて

きた地域の貴重な文化資源

を後世に伝えるため、文化

財の保護及び保存に努める

とともに、文化財の活用を

図り、後世へ継承していく

活動を行う。 

 

＊根拠法令 

文化財保護法 

市文化財保護条例 

市文化財保護費及び保存施

設費補助金交付要綱 

 

 
●実績･成果 

【概要】 

・市内の指定・未指定の文

化財の調査や指定文化財の

修理、点検等の維持管理を

行った。 

・文化財指定地域における

開発等に対する許認可を行

った。 

 

【文化財修理等】 

・国指定「北口本宮冨士浅

間神社本殿ほか 10 棟」防火

施設整備事業（２年目）の

指導・事業費補助を行った。 

・国登録有形文化財「冨士

山元祠」保存修理事業（１

年目）の指導・事業費補助

を行った。 

・市指定有形文化財「正福

寺の本堂」彩色及び表具保

存修理事業）の指導・事業

費補助を行った。 

 

【文化財保護・保存】 

・吉田口登山道保存と活用

のための行動計画策定（１

年目）及び富士山吉田口登

山道建築物保全事業を行っ

た。 

 
 

●実施内容 

・国指定「北口本宮冨士浅

間神社本殿ほか 10 棟」防火

施設整備事業（３年目）の

指導・事業費補助を行う。 

・国登録有形文化財「冨士

山元祠」保存修理事業（２

年目）の指導・事業費補助

を行う。 

・旧外川家住宅耐震対策工

事（御師外川家住宅等整備

活用事業）を行う。 

・市指定有形文化財「旧武

藤家住宅」移築工事（博物

館管運営理事業）を行う。 

・吉田口登山道保存と活用

のための活動計画策定（２

年目）を行う。 

・第２期富士吉田市文化財

保存活用地域計画改訂を行

う。 

・吉田口登山道内における

既設文化財説明板の補修を

行う。 

・市域の指定文化財説明板

の設置を行う。 

・吉田城山の間伐を行う。 

・吉田城山法面対策工事を

行う。 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市指定天然記念物上暮地

浅間神社のカヤ群緊急修繕

を行った。 

・国有形登録文化財への登

録（御師大鴈丸家主屋 外４

件）を行った。 

・市指定有形文化財への指

定（中鴈丸表門）を行った。 

・重要文化財の防災設備保

守点検事業を行った。 

・市指定無形民俗文化財保

持団体の活動費補助を５団

体に行った。 

・文化財愛護団体の活動費

補助を５団体に行った。 

 

【文化財の調査・研究】 

・富士山信仰関係古文書調

査を行った。 

・旧御師中鴈丸家表門建造

物調査を行った。 

・登録有形文化財建造物候

補(御師小澤家主屋等)現地

調査を行った。 

 

【文化財保護の啓蒙・活用】 

・文化財防火デー防火訓練

（水上山 月江寺）を行っ

た。 

・文化財見学受付及び見学

指導（吉田胎内、新倉掘抜）

を行った。 

 

・埋蔵文化財包蔵地に関す

る照会、届出、立会等の対

応を行う。 

・文化財防火デー（福源寺）

を行う。 

・登録有形文化財の調査を

行う。 

 

⬤今後の展望等 

市内には、世界文化遺産

富士山構成資産も含め、

国・県・市の指定文化財が

多数ある。市全域の文化財

について、長期的な視点に

立った保存や活用等の方針

を引き続き検討を行う。 

・国指定 北口本宮冨士浅

間神社防災施設整備、外川

家住宅耐震対策工事、旧武

藤家住宅移築工事を行う。 

・令和７～９年度に拝殿及

び幣殿他９棟の重要文化財

建造物群の調査工事を実施

し、保存修理工事に向けた

設計を作成予定である。 

・旧外川家住宅は、令和７

年度に耐震補強工事が完了

する予定である。 

・吉田口登山道保存と活用

のための活動計画策定後の

取組みを行う。 

・第２期富士吉田市文化財

保存活用地域計画作成後の 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別名勝・史跡「富士山」

の現状変更事務（45 件）】 

 

【文化財の相談受付】 

・包蔵地立会い等（８件） 

・包蔵地照会受付（311 件） 

 

●課題等 

・第２期富士吉田市文化財

保存活用地域計画作成。 

・富士山吉田口登山道保存

と活用のための活動計画策

定。 

・文化財主事等の専門知識

を有する職員の不足によ

り、現有する専門職員の負

担が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みを行う。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

博物館管理運営事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

世界文化遺産である「富

士山」とともに歩んできた

本市特有の歴史・文化・産

業を紹介する常設展示や企

画展などをとおして、市民

の知識及び教養の向上を図

るほか、来訪者に対して、

本市における歴史文化に

理解と関心を深めてもら

うように行う。 

 

＊根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施・成果 

・令和５年４月よりふじさ

んＶＲシアターがオープン

した。 

・令和５年５月７日までは

新型コロナウイルス感染拡

大防止ガイドラインに則

り、それ以降も基本的な感

染対策を講じて運営を行っ

た。 

【誘客・広報業務】 

・新聞、旅行誌やＳＮＳや

ＣＭ等により、ふじさんミ

ュージアムの PRを実施し、

誘客を図り来館に繋げる取

り組みを行った。 

・入館無料 企画展開催時 

・無休開館 ７.８月 

・企画展を３回開催し、市

民入館無料や、ワークショ

ップ等市民参加型イベント

等を実施した。 

 

●課題等 

博物館運営事業に充てら

れる人員が不足している。 

 

 

 

 

●実施内容 

・昨年に引続き、旅行誌等

への掲載やインフルエンサ

ーの活用による情報発信、

観光商談会での団体旅行者

の獲得進める等、広報宣伝

活動を積極的に実施する。 

・企画展及びワークショッ

プを開催する。 

・旧武藤家住宅の移築工事

を行う。 

●今後の展望等 

・訪日外国人に対する展示

解説などの検討を行う。 

・ふじさんＶＲシアターに

おける新たなコンテンツ映

像の導入検討を行う。 

・周辺エリアを管理する関

係部署やふじよしだ観光振

興サービスとの情報共有を

図り、当該エリアが一体的

に活性化させる取り組みを

継続的に検討する。 

・博物館利用者の増加によ

り、受付業務体制の慢性的

な人員不足がみられるた

め、委託先と協議を行い、

調整を図る。 

・ミュージアムショップに

おける運営体制の検討を図

る。 

 

Ｂ１ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

御師外川家住宅等整備活用

事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

世界文化遺産である「富

士山」の構成資産の一つで、

国の重要文化財である御師

旧外川家住宅を一般公開

し、約 300 年前に建てられ

た文化財建造物の価値及び

富士山信仰や御師文化の歴

史を市民のほか来訪者に伝

えるための運営を行う。 

 

＊根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

 

 

 

●実施・成果 

・令和５年５月７日までは

新型コロナウイルス感染拡

大防止のガイドラインに則

り、それ以降についても基

本的な感染症対策を講じ運

営を行った。 

・外川家スタッフ協力のも

とミニ展示を開催し、来館

者を迎えた。 

【施設管理業務】 

樹木伐採、清掃その他の管

理業務を行った。 

【案内業務】 

・協力員（会計年度職員） 

【広報業務】 

新聞や雑誌等への掲載を行

った。 

 

●課題等 

令和６年度から２年間耐

震補強工事のため、協力員

（会計年度職員）の雇用は

終了した。これまで雇用し

ていた協力員は高齢である

ことから、工事完了後の旧

外川家住宅の再開時にどの

ような運営体制を図ってい

くかの検討が必要である。 

 

 

 

 

●実施内容 

・令和６年７月より耐震補

強工事を実施する（令和７

年 12 月までを予定）。 

 

●今後の展望等 

・耐震補強工事完了後の令

和８年４月のオープンに向

け、運営体制や展示方法の

検討を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

博物館学芸事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

富士山をはじめとした市

域における歴史・民俗につ

いて幅広い調査を行い、そ

の成果を博物館の企画展や

教育普及に反映するととも

に、ワークショップの開催

や調査成果をまとめた刊行

物の発行をとおし、博物館

利用者に対して、本市の歴

史文化に理解と関心を深め

てもらう取り組みを図る。 

 

＊根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

 

 

●実績･成果 

・企画展、講座、ワークシ

ョップ、講師派遣、書籍等

の刊行を行った。 

 

【企画展】 

・「富士山世界文化遺産登録

10 周年記念企画展 富士

山登山案内図の世界」 

・「富士山世界文化遺産登録

10 周年記念企画展 富士

山のおふだの世界」 

・「富士山世界文化遺産登録

10 周年記念企画展 昭和

の富士山」 

・「富士山の湧水と織物の町

下吉田の歴史」 

【ワークショップ・全５回】 

・ふじさん缶バッジ作りな

どを行った。 

【講師派遣等】 

・市内小中学校「富士山学

習」、富士山学習研究会臨地

研修に講師の派遣を行っ

た。 

【出版物等】 

・富士吉田市歴史民俗博物

館資料叢書第６集『菊田日

記⑤ 第二十五番～第二十

九番』を刊行した。 

 

 

 

 

●実施内容 

【企画展】 

「冨士山御師のヒミツ」 

R６.６月～９月 

「甲斐絹の歴史（仮）」 

R６.10 月～R７.１月 

「富士山絵画展（仮）」 

R７.２月～５月 

【ワークショップ】 

「ふじさん缶バッジ作成」

などの開催を行う。 

【講師派遣等】 

・市内小中学校「富士山学

習」に講師の派遣を行う。 

【出版物等】 

・富士吉田市歴史民俗資料

館資料叢書第７集『菊田日

記⑥』を刊行する。 

・富士山叢書第６集刊行 

・ふじさんミュージアムだ

より ＭＡＲＵＢＩ No.50 

を刊行をする。 

 

⬤今後の展望等 

【学芸事業の充実への取り

組み】 

・富士山信仰をはじめとし、

本市全体の多様な歴史的財

産の保存と公開の充実を図

るとともに、それらの把握

調査や研究を推進してい

く。 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 ・ふじさんミュージアムだ

より ＭＡＲＵＢＩNo.49

を発行した。 

 

●課題等 

博物館運営の根幹を担う

学芸員が１名である。文化

財保護対策事業も兼務して

いるため現体制では、博物

館事業の企画実行に支障が

出ている。地域の文化財を

適切に保存管理し、次世代

へ継承していくためには学

芸員の採用及び養成が必要

不可欠である。 

 

・富士山信仰や郷土の歴史

について、市民団体や学校

施設に可能な範囲で講師派

遣等を行い、教育普及活動

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 43 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第６節 スポーツ・レクリエーション （１）生涯スポーツの振興 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

スポーツ振興事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

スポーツイベントやスポ

ーツ教室の開催により、生

涯スポーツの普及・振興を

図る。 

また、富士吉田スポーツ

協会を通じて各競技団体の

活動支援を行う。 

 

 

 

●実績･成果 

市主催のチャレンジデー

やボールゲームフェスタ、

富士吉田スポーツ協会主催

のふじよしだファミリーマ

ラソンやファミリースケー

トの開催など、関係団体と

連携協力を図る中、市民の

スポーツ活動機会の創出

と、健康増進に寄与した。 

子どもたちのスポーツ離

れが進む中、トップアスリ

ートによる指導を通じてス

ポーツの魅力を伝え、さら

に競技力向上とスポーツ人

口の拡大を目指す目的で、

小学校低学年を対象に、ト

ップアスリート直伝教室を

開催した。 

 

○トップアスリート直伝教

室 

ドリームデー 

開催日：12 月２日（土） 

会 場：鐘山総合体育館 

講 師：山村 宏樹（野球：

元楽天イーグルス・昭和町

出身） 

ハーフナー マイク（サッカ

ー：元サッカー日本代表・ 

 

 
●実施内容 

○富士吉田スポーツ協会と

連携し、スポーツ少年団の

競技力向上、指導者育成、

各種競技団体への運営補

助、各種スポーツイベン

ト・教室を開催する。 

○中学校部活動への外部指

導者の派遣を行う。また、

部活動の地域移行について

も、富士吉田市地域部活動

制度検討会を開催する中、

本市の方向性を協議してい

く。 

○トップアスリート直伝教

室の開催により、スポーツ

の魅力を伝えるとともに、

競技力向上とスポーツ人口

の底辺拡大を図る。 

○ＦＣふじざくら山梨や山

梨クィーンビーズ、富士山

の銘水陸上競技部など、地

元プロスポーツチームとの

連携を強化し、スポーツを

通じた地域住民との交流の

機会を提供する。 

○富士吉田市出身の柔道女

子 57 ㎏級日本代表の舟久

保遥香選手が、７月にフラ

ンスパリにて開催される夏 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 元ヴァンフォーレ甲府） 

辻 知恵（バレー：元バレー

日本代表・山梨中銀バレー

部監督） 

野澤 武史（ラグビー：元ラ

グビー日本代表・元神戸製

鋼） 

参加者：小学生 28 人 

ドリームデー 

開催日：３月 20日（水） 

会 場：鐘山総合体育館 

講 師：塚原 直貴（陸上：

北京オリンピック銀メダリ

スト） 

藤沼 亜衣（卓球：シドニ

ー・アテネオリンピック日

本代表） 

栗原 文音（バドミントン：

リオデジャネイロオリンピ

ック日本代表） 

参加者：31 組 62 人 

   （保護者と２人１組） 

○各種表彰等 

市体育功労者表彰 １人 

優秀選手表彰６人・１団体 

○スポーツ大会出場激励金 

：54 件 932,000 円 

（前年度実績 40 件 

679,000 円） 

○部活動スポーツ指導者派

遣事業 

：３中学校 ３クラブ 

派遣回数 計 68 回 

（前年度実績 ３中学校 

季オリンピックに出場する

ことに伴い、市や富士吉田

スポーツ協会が主体とな

り、富士吉田市出身のオリ

ンピック選手を応援する会

を立ち上げ、試合当日のパ

ブリックビューイングや、

結果報告会等を行う予定で

ある。 

○ＳＮＳなどの情報発信ツ

ールを利用して、スポーツ

イベントや各種教室等のス

ポーツ情報を積極的に発信

していく。 

 

⬤今後の展望等 

○富士吉田スポーツ協会を

はじめとした各種競技団体

と協力し、市民の運動不足

の解消や、スポーツ・運動

を始めるきっかけづくりの

場を提供し、「転ばないま

ち」の実践に繋げていく。 

○幼児期から高齢者まです

べての世代で、それぞれの

ライフステージに応じ、運

動やスポーツに触れる機会

を提供し、生涯にわたりス

ポーツに親しむ機会を提供

する。 

 

- 45 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 ４クラブ 派遣回数 計

83 回） 

○第 76 回富士登山競走 

開催日：７月 28日（金） 

出走人数：山頂 1,574 人 

     五合目 1,389 人 

     合 計 2,963 人 

（前年度実績） 

出走人数：山頂 1,421 人 

     五合目 869 人 

     合 計 2,290 人 

○富士吉田市チャレンジデ

ー 

住民総参加型のスポーツイ

ベントであるチャレンジデ

ーに本年も参加し「15分の

運動から始める転ばないま

ちづくり」をテーマに、ス

ポーツや運動の習慣化を目

指し、健康への意識を高め

ることができた。 

21,361 人（実施率 45.2％） 

対戦自治体：沖縄県石垣市 

15,402 人（実施率 31.1％） 

（前年度実績） 

21,811 人（実施率 45.7％） 

対戦自治体：徳島県鳴門市 

33,552 人（実施率 60.5％） 

 

●課題等 

○働く世代・子育て世代を

中心に、運動やスポーツの

実施率が低いため、参加し

やすい内容・場所・時間帯 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民体育施設管理事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

鐘山スポーツセンター

(体育館・グラウンド・テニ

スコート)、笹子コミュニテ

ィスポーツ広場、みずほ公

園スポーツ広場、大明見グ

ラウンドの運営・維持管理

事業を行う。 

 

でのプログラムを検討し、

ＳＮＳなどの情報発信ツー

ルを利用する中、参加者の

増加に繋げる。 

○トップアスリート直伝教

室にて体験した種目を、そ

の後、それぞれの競技人口

に直接結び付けていき、ス

ポーツ人口の底辺拡大に繋

げる。 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

市民体育施設を管理する

富士吉田スポーツ協会と連

携する中、新型コロナウイ

ルス感染症が５月に５類感

染症に移行したことに伴

い、施設利用人数制限の撤

廃や、マスクの着用も個人

の判断とする中、利用者が

安心安全に施設を利用でき

るよう市民体育施設を開放

し、生涯スポーツ活動の推

進や、競技力の向上に努め

た。 

令和４年度より２ヶ年に

渡り、新体育館の建設に向

け、基本コンセプトを確立

するとともに、規模や機能

等施設の概要を検討し、具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

○引き続き富士吉田スポー

ツ協会を指定管理者とし

て、市民体育施設の維持管

理運営を行う。 

○市民体育施設を開放する

ことにより、生涯スポーツ

活動の推進や、競技力の向

上に努める。 

 

⬤今後の展望等 

富士吉田スポーツ協会や

各種競技団体からの要望も

踏まえ、今後市民体育施設

を計画的に改修することに

より、多くの市民のスポー

ツ環境づくりを推進してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現化するための整備方針や

管理・運営計画等を明確に

するため、新体育館建設基

本構想・基本計画を策定し

た。また、新体育館の建設

予定地である吉田溜池につ

いて、溜池の解体や駐車場

の配置、雨水排水施設等の

計画を検討し、概算工事費

を算出するため、概略設計

行った。 

各体育施設の全体の利用

者数（体育館・グラウンド

等含）124,527 人 

（前年度利用者 103,445

人） 

指定管理者の更新 

（令和４年度～８年度） 

 

●課題等 

○鐘山総合体育館をはじ

め、各施設経年劣化による

改修要望があるため、その

中でも優先順位を決め、必

要箇所に対し、適宜対応を

していく必要がある。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

公立学校体育施設一般開放

事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

一般開放に伴う市内小中学

校の体育施設の管理を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

 新型コロナウイルス感染

症が 5 月に 5 類感染症に移

行したことに伴い、施設利

用人数の制限や、利用者名

簿並びにチェックリストの

提出を撤廃する中、市内小

中学校の体育施設を一般開

放し、市民がスポーツに触

れ合う場の提供をした。 

市内小中学校グラウンド

照明の電球交換や、グラウ

ンド照明の利用に支障をき

たしているスギの枝打ちを

実施するなど、必要箇所に

対し施設の修繕等を行うこ

とにより、利用者の利便性

向上を図った。 

【施設全体の利用件数】 

6,674 件（前年度 6,263 件） 

【施設使用料収入】 

4,184,260 円 

（前年度 3,719,220 円） 

 

●課題 

○利用にあたって学校側か

らの苦情も出ているため、

利用者に対し、教育施設を

使用しているという認識を

さらに高めていく必要があ

る。 

 

 

 

●実施内容 

○学校体育施設の一般開放

をし、市民がスポーツに触

れる機会を充実させ、スポ

ーツ振興を図る。 

○利用者に対して、メール

等での注意喚起を実施する

ことにより、安心安全な施

設利用を促進する（利用規

定や学校からの連絡事項の

遵守） 

 

●今後の展望 

○引き続き夜間や休日の一

般開放を行い、市民がスポ

ーツに親しむ場の提供をす

る。 

○施設の老朽化の進行によ

り、利用者に危険が生じる

ことがないよう、関係各課

と連携を図る中、計画的な

改修を進める。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

- 49 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

○施設開放にあたり、火気

の使用や施錠のし忘れ等、

マナーに欠ける利用者もみ

られるため、ルールに沿っ

た利用を周知徹底させてい

く。 

○施設使用料の支払いを延

滞する利用団体が複数ある

ため、引き続き納付書払い

から口座振替への切り替え

を促す。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第６節 スポーツ・レクリエーション （２）スポーツに親しむ機会の充実 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

スポーツ推進委員事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

 スポーツ推進委員 24 名

が、生涯学習事業や各種団

体の実施するスポーツイベ

ントへの協力など、スポー

ツを通して市民のスポーツ

活動の普及や体力向上に資

する活動を行う。 

 

 

 

 

●実績･成果 

 スポーツ推進委員の自主

事業として、普段運動をす

る機会の少ない障害者を対

象としたＦＰＤ教室や、市

内障害者支援事業所等に通

所する方を対象とした、い

きいきスポーツレクフェス

タを開催した。これにより、

健常者と障害者が共にパラ

スポーツに触れる機会を創

出し、障害の有無を超えて

様々な世代の人がスポーツ

を通じて交流を図った。 

市主催のチャレンジデー

やオリンピックデーラン、

富士吉田スポーツ協会主催

のふじよしだファミリーマ

ラソン等のスポーツイベン

トへの協力により、市民の

スポーツ活動の普及推進

と、健康増進に寄与した。 

○スポーツイベントへの協

力 

・富士吉田市チャレンジデ

ー 

・ボールゲームフェスタ 

・ふじよしだファミリーマ

ラソン 

・オリンピックデーラン 

 

 

●実施内容 

○障害者スポーツ（ＦＰＤ）

教室などの自主事業の開

催。 

○市や富士吉田スポーツ協

会、各種団体が主催するス

ポーツイベント等へ協力。 

○各種研修会への出席 

 

●今後の展望 

○各種研修会に積極的に参

加し、指導技術向上を図り、

自主事業者や各種イベント

などを通じて、市民の生涯 

スポーツの普及推進を図

る。 

○市や富士吉田スポーツ協

会と連携を図る中、障害者

スポーツ（ＦＰＤ）教室の

拡充を検討していく。 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 ・トップアスリート直伝教

室 

○自主事業 

・障害者スポーツ（ＦＰＤ）

教室 

・いきいきスポーツレクフ

ェスタ 

〇各種研修会への参加 

 

●課題等 

○スポーツ推進委員の高齢

化による担い手不足の問題

を解消するため、現在委員

の年齢層の中でも特に人数

の少ない、若年・子育て世

代に対し、スポーツ推進委

員会への加入促進が必要で

ある。 

○スポーツ推進委員の認知

度向上のため、市広報やホ

ームページ、ＳＮＳ等を活

用し、日頃の活動内容の周

知を図る。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

教育委員会の活動及び運営に関して 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

教育委員会管理事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 教育委員会の運営に伴う

一般的な庶務に関する業務

を行う事業である。 

主な業務は以下のとおり 

・教育長、教育委員の秘書

及び会議に関すること。 

・教職員の服務、福利厚生

及び人事等に関すること。 

・会計年度任用職員に関す

ること。 

・教育行政の総合計画、調

整及び相談に関すること。 

・規則等の制定及び改廃に

関すること。 

・表彰に関すること。 

・市立小中学校の適正規

模・適正配置に関すること。 

 

＊根拠法令等 

地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 17 条 

 

 

●実績･成果 

富士吉田市のより良い教

育環境を整えるため、市立

小中学校を始め、教育委員

会内各課との連携、調整及

び庶務を行った。 

毎月実施している教育委

員会定例会では、委員会内

各課の様々な案件を審議報

告し、教育施策の充実を図

り、情報共有を行った。 

教育長、教育委員により、

教育委員会内の事業につい

て点検評価、全小中学校へ

の学校訪問等学校の現状と

課題、今後について確認を

行った。文科省主催の研修

会への参加し、県内外の教

育長、教育委員と各地区の

現状と問題等を話し、意見

交換を行った。 

令和５年度から、教員の

健康管理、旅費、学生ボラ

ンティア、養護教諭代替派

遣等の学校職員、人材に関

わる予算をこの事業に移

し、執行した。 

 また、学校で働く職員を

対象とするメンタルヘルス

対策事業を令和５年度より 

 

 

●実施内容 

教育行政に関する庶務を

滞りなく確実に遂行する。 

教育長、教育委員におけ

る学校、教育施設の視察や

定例会での意見交換等によ

り、富士吉田市教育施策の

向上を図る。 

 学校で働く職員を対象と

するメンタルヘルス対策に

ついて、研修会の開催、相

談窓口の開設、指針を策定

していく。 

 また、昨年度に引き続き、

市立小中学校の適正規模・

適正配置について、データ

検証、住民のアンケート調

査等を行う。 

 

●今後の展望等 

 教育行政の先進地の視察

を行う等、富士吉田市のよ

り良い教育行政実現のため

の情報収集、共有し、意見

交換を行う。 

また、急速な少子化に伴

う児童・生徒の減少、著し

い施設の老朽化などの課題

を踏まえ、子ども達にとっ

ての学校教育環境をより充 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和５年度 

実績･成果･課題等 

令和６年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 始めた。研修会を開催、相

談窓口等を開設するととも

に指針や実施計画を策定し

た。 

 東町教職員住宅につい

て、修繕を行うなど、適正

な維持管理を行った。 

 また、市立小中学校の適

正規模・適正配置について、

現状の検証等を行った。 

実させるために今後の小中

学校のあり方（適正規模・

適正配置）について、引き

続き検討を行っていく必要

がある。 
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３ 教育委員会活動の概要 

（１）教育委員会会議の開催状況（令和５年４月～令和６年３月） 

  教育委員会会議については、毎月１回の定例会及び臨時に行う臨時会を開催する

こととなっており、令和５年度においては定例会のみ開催いたしました。 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 21 条に定める職務について、

富士吉田市教育委員会教育長に対する事務委任規則の規定に基づき、令和５年４月

から令和６年３月までにおいて、以下の議案審議等を行いました。 

 

【令和５年度 教育委員会審議案件一覧（令和５年４月～令和６年３月）】 

議案番号 件  名 議決日 

議案第７号 令和５年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和５年５月 25 日 

議案第８号 
令和５年度富士吉田市文化・教育・体育功労者の決定

について 
令和５年５月 25 日 

議案第９号 
組織機構の見直しに伴う富士吉田市教育委員会規則の

一部を改正する規則について 
令和５年５月 25 日 

議案第10号 
組織機構の見直しに伴う富士吉田市教育委員会規定の

一部を改正する規定（訓令甲） 
令和５年５月 25 日 

議案第11号 令和５年度富士吉田市教育功労者表彰の決定について 令和５年６月 30 日 

議案第12号 
令和６年度使用小学校用教科用図書採択の承認につい

て 令和５年７月 31 日 

議案第13号 
富士吉田市立図書館運営規則要綱の一部改正する要綱

について 令和５年７月 31 日 

議案第14号 令和５年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和５年８月 23 日 

議案第15号 令和５年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和５年 11 月 30 日 

議案第１号 
富士吉田市外二町四村一組合ことばの教室設置協議会

規約の一部を改正する規約について 令和６年１月 25 日 

議案第２号 令和５年度富士吉田市一般会計繰越明許費について 令和６年２月 22 日 

議案第３号 
富士吉田市指定有形文化財（中鴈丸家表門）の決定に

ついて 令和６年３月 26 日 
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【令和５年度 教育委員会議 報告事項一覧（令和５年４月～令和６年３月）】 

 

 

（２）令和５年度富士吉田市文化・教育・体育功労者表彰式 

市制祭記念式典において、富士吉田市の文化、教育、体育に著しく功績を残し

た方へ各功労者表彰を行いました。 

実施月日：令和５年７月 29 日(土) 

内  容：文化功労者４名、教育功労者４名、体育功労者１名 

 

 

（３）市立小中学校訪問 

教育委員会では、例年市立小中学校を訪問し、児童生徒の学校活動の様子、教

員の指導、学校施設などを視察しています。視察後は、学校側と意見交換を行い、

課題などは改善するよう助言など行っています。 

 

実施月日：令和５年７月５日(水)、６日(木) 

訪問学校：下吉田第一小学校、下吉田第二小学校、下吉田東小学校、 

     明見小学校、吉田小学校、富士小学校 

     下吉田中学校、明見中学校、吉田中学校、富士見台中学校 

内  容：① 授業風景・学校内施設視察 

     ② 学校長との意見交換 

 

 

番号 報告内容 報告日 

報告第３号 令和５年度富士吉田市教育委員会点検・評価について 令和５年８月 23 日 

報告第４号 令和５年度全国学力・学習調査の結果について 令和５年９月 27 日 

報告第５号 
富士吉田市主要施策審議会条例に基づき設置する富士吉

田市学校給食費改定審議会運営要綱の制定について 
令和５年 11 月 30 日 

報告第１号 令和６年度基本方針及び主要事業について 令和６年２月 22 日 

報告第２号 令和６年度富士吉田市一般会計予算（教育費）について 令和６年３月 26 日 
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<教育委員会委員名簿>               （令和６年９月１日現在） 

職    務 氏   名 職   業 就任年月日 

教 育 長 渡邊 治男 ― 令和６年６月１日 

教育長職務代理者 清水 慶子 薬剤師 令和３年11月１日 

委   員 遠山 賢子 主 婦 令和４年10月６日 

委   員 渡邉 学 土地家屋調査士 令和２年12月26日 

委   員 羽田 誠 自営業 令和３年11月１日 
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         TEL：0555-23-1765 / FAX：0555-22-6551 
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